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トップニュース
めむろファーマーズマーケット愛菜屋
が今年の営業をスタート！



Ｐ２　めむろファーマーズマーケット愛菜屋が今
年の営業をスタート！

Ｐ３　第29回通常総会の開催について
　　　あぐり広場
　　　お詫びと訂正
Ｐ４　総代選挙の執行結果について
Ｐ６　職員の担当業務について

Ｐ10　もうける農業経営の実践
Ｐ11　令和６年度　試験展示ほ設置一覧
Ｐ12　ストップ！農作業事故
Ｐ13　ＪＡコネクトを始めてみませんか？
Ｐ14　こんにちは！経済部です
Ｐ15　小麦自乾者の皆さまへ
Ｐ16　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎【報徳編】 
Ｐ17　緑のめぐみ館からお知らせ
Ｐ18　芽室町農協史
Ｐ20　農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！

今月の

【６月の営業カレンダー】

営業時間　９：00～16：00

４月27日オープン！
　今年は４月27日と昨年より１日早く営業がスター
トしました。
　開店前の店舗内にてオープンセレモニーがおこな
われ、運営協議会を代表して岩間会長、ＪＡを代表
して廣江組合長がそれぞれ挨拶をしました。
　当日は、好天に恵まれた土曜日ということで、入
り口前にはオープンを待ちわびていたお客様で行列
ができました。
　開店後の店内はお客様で賑わい、野菜苗や花苗、
春野菜、越冬馬鈴しょなどを購入された他、アスパ
ラの予約販売を注文されるお客様も多数いらっしゃ
いました。
　今年の愛菜屋の営業日数は昨年より１日多い158
日間で11月30日までの営業となります。

めむろファーマーズマーケットめむろファーマーズマーケット
愛菜屋が今年の営業をスタート！！愛菜屋が今年の営業をスタート！！

セレモニーで挨拶をする岩間崇浩会長

待ちに待ったオープン！
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あぐり広場
◆趣味、特技は何ですか？
スキー

◆モットーは何ですか？
１日１日大切に

◆自分の性格を一言で表すと？
平和主義者

◆休みの日は何をしていますか？
家でゆっくりしていたり、バイクで出かけたりしています

◆農家になって思うことは？
大変だけど、ここまでやりがいを感じられる職業はそんなに
多くないのではないかと思う

◆一番のやりがいは？
自分の家で作ったものを食べて
もらって喜んでもらえた時

豊来農事組合

▲

河瀬銀冶さん
（22歳、３年目）

氏名（年齢、就農年数）

▲
河瀬貴光さん経 営 主

▲

　議案は、令和５年度事業報告・剰余金処分案の承
認、役員の選任などについて協議いただきます。
　本総会は、農協の最高意思決定機関として重要性
のある会議でありますので、都合により出席できな
い正組合員の方は議決権行使書面または委任状を活
用いただき、議決権の行使をお願い申し上げます。
　議決権行使書面は、６月13日（木）の午後５時ま
でに管理部管理経理課へ提出願います。

第29回通常総会の開催について
日　時　６月14日（金）
受　付　午前８時30分
開　会　午前９時
会　場　�芽室町健康プラザ� �

（西３条南６丁目１番地）

◆お詫びと訂正
　夢あぐり５月号に掲載され
た「各生産組織・役員紹介」
につきまして、内容の一部に
誤りがございました。深くお
詫び申し上げますと共に、右
記のとおり訂正させていただ
きます。

芽室町澱原馬鈴しょ生産対策協議会
◎協議会開催月日　令和６年７月（予定）
役　員 氏 名 及 び 住 所
会 長 西 村 和 也（平　和）
副 会 長 入 口 吉 貴（毛　根）
〃 敬 松 明 彦（下北伏古）

委 員 瀬 川 祐 三（西高岩）
〃 西 原 勇 介（渋　山）
〃 鈴 木 嗣 人（新大和）
〃 草 野 靖 浩（坂の上）
〃 日 崎 　 誠（常　盤）
〃 小丹枝 研 一（下美生二）
〃 山 川 昌 祐（上関山）
〃 鳥 本 裕 志（渋山南）
〃 福 田 裕 幸（常　盤）
〃 本 田 貴 洋（雄馬別）
〃 土 屋 貴 宏（雄馬別）

芽室町澱原馬鈴しょ生産対策協議会
◎協議会開催月日　令和６年７月（予定）
役　員 氏 名 及 び 住 所
会 長 藤 沢 哲 也（中美生）
副 会 長 山 岸 宏 彰（北伏古）
〃 福 田 裕 幸（常　盤）

委 員 土 屋 太 志（北高岩）
〃 伊 藤 雅 彰（新美生）
〃 児 玉 靖 宏（丸　山）
〃 小笠原 伸 一（日の出）
〃 山 本 譲 二（芽室太）
〃 土 井 敏 彦（関　山）
〃 恩 田 和 彦（平　和）
〃 大 谷 寿 仁（上関山）
〃 本 田 貴 洋（雄馬別）
〃 松 本 寿 一（東報徳）
〃 志 村 和 博（報　国）

誤 正
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中央西地区（22名）
松　永　隆　寛
広　瀬　裕　一
山　上　泰　毅
小　林　幸　雄
鳥　本　正　孝
後　藤　範　雄
国　枝　雅　彦
梅　木　　　斉
石　川　雅　博
中　村　隆　人
後　藤　浩　次
茂　木　克　洋
安　田　好　広
阿　部　正　大
竹　内　敬　太
村　瀬　英　治
瀬　川　祐　三
瀨　川　裕　由
池　戸　朋　弘
瀬　川　幹　生
土　屋　太　志
姉　崎　智　樹

美生地区（26名）
坂　本　洋　美
盛　田　実　花
野　倉　芳志子
柳　澤　秀　勲
鈴　木　良　敬
西　田　昭　憲
小　関　一　成
藤　沢　哲　也
西　田　美由紀
堀　江　和　恵
馬　淵　一　昭
美生ファーム
細　野　陽　子
坂　下　ヤヨイ
上　田　孝　雄
蓼　内　　　公
道　下　恭　平
飛　田　壮一郎
常　山　晶　子
武　田　かおり
常　山　浩　伸

早　苗　俊　明
萩　原　幸　樹
早　川　　　拓
福　島　好　美
笠　原　義　光

上芽室地区（20名）
河　野　郁　重
鈴　木　雅　之
河　野　綾　子
浅　野　祐　輝
高　道　　　豊
小　川　邦里実
野　原　雅　基
野　原　豊　満
岩　間　伸　哉
髙　野　圭　佑
大　宮　久美子
竹　内　雅　佳
勝　尾　晃　幸
中　村　勇　太
三　浦　英　美
小　林　健　次
柿　崎　　　農
福　岡　邦　明
竹　内　慎　吾
中　川　勝　弘

渋山地区（17名）
志　村　和　博
麻　生　秀　敏
恵　田　まみな
竹　内　　　章
村　瀬　健　司
堀　井　明日香
出　口　晴　基
達　家　秀　則
藤　平　優　太
大　橋　　　智
大　橋　里　美
伊　藤　珠　美
栄前田　　　賢
辻　野　俊　弘
鳥　本　裕　志
栄前田　雅　弘
岩　井　清　二

上美生西地区（17名）
森　本　敏　彦
伊　藤　佳奈江
伊　藤　雅　彰
広　瀬　正　幸
齊　藤　敬　貴
（有）　中島牧場
中　島　彩　花
奥　村　紀　之
飛　田　敬　貴
児　玉　昭　宏
小　西　　　忍
村　上　靖　史
梶　澤　初　太
寒河江　正　秀
平　尾　　　清
廣　江　高　志
北　密　浩　子

上美生東地区（14名）
廣　瀬　尚　幸
川　端　数　昭
須　崎　潤　一
杉　森　輝　一
鈴　木　嗣　人
野　村　正　太
瘧　師　　　亨
鈴　木　澄　雄
石　川　和　範
武　藤　駿　輔
河　口　真　司
岡　崎　晴　美
土　屋　貴　宏
山　中　智　弘

川西地区 116名

上伏古地区（23名）
宮　田　克　宣
辻　　　経　之
武　藤　雅　紘
小　森　規　史
堀　江　貴　博
小　森　和　弘
安　藤　優　貴

石　原　正　博
辻　　　春　彦
鳥　本　勝　信
鳥　本　幸　子
黒　田　栄　継
土　屋　恵　子
鳥　本　和　宏
福　田　秀　樹
橋　本　真　和
土　屋　圭　司
安　藤　雅　則
土　屋　和　弘
橋　本　正　彦
藤　井　信　二
橋　本　ゆ　き
児　玉　和　美

坂の上地区（36名）
大　道　晴　康
中　捨　由　香
奥　村　智　子
寺　地　　　稔
落　合　和　美
久　保　春　樹
大　道　渉　平
西　村　良　太
中　村　知　史
安　田　昌　博
伊　丹　智　章
後　藤　光　伸
吉　羽　章　一
堀　　　文　宏
石　子　卓　哉
瘧　師　聖　一
小　山　　　勉
鎌　谷　健　司
川　合　拓　男
谷　口　陽　平
村　瀬　佑　介
瘧　師　政　宏
清　水　大　地
鈴　木　雄　貴
竹　川　真　光
松　久　良　行
山　本　功　治
塩　﨑　亮　太

総代選挙の執行結果について
　５月８日に告示いたしました総代選挙について、定数345名と同数の立候補がなされ、345名（うち女
性総代59名）の無投票当選が決定いたしました。
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塩　﨑　真　秀
松　久　誠　也
髙　橋　啓　輔
野　平　智　勝
村　中　忠　幸
松　久　正　人
森　浦　美　佳
松　久　真由美

栄地区（17名）
佐々木　翔　平
鳥　越　　　学
林　原　啓　太
河　瀬　貴　光
森　田　　　秀
森　田　　　宏
北　本　英　彦
一　宮　友　博
浮　田　久　恵
福　田　かおり
佐　藤　孝　行
日　崎　　　誠
伊　藤　俊　博
日　崎　　　匡
矢　野　佑　哉
高　橋　伸　也
松　浦　輝　行

中伏古地区（23名）
伊　藤　雅　一
小笠原　伸　一
髙　田　昌　樹
森　　　善　行
武　藤　悦　子
五　島　裕　子
畠　山　裕　世
畠　山　大　輔
中　捨　雅　和
梶　谷　英　樹
梶　谷　義　徳
畠　山　大　輔
久　世　　　透
白　川　祐　一
白　川　　　学
白　川　泰　寛
永　原　裕　幸
中　島　　　晋
島　﨑　佳　裕
髙　道　博　文
竹　内　佑太朗
竹　内　翔一朗

森　浦　直　樹

北伏古地区（27名）
岩　間　睦　子
藤　本　祐　樹
阿　部　織　尊
阿　部　　　巧
村　上　喬　哉
大　野　麻　紀
林　　　寿々香
岡　田　　　悟
長　山　　　定
松　本　拓　也
松　本　沙哉香
土江田　聡　史
広　瀬　孝　恭
早　苗　里　美
敬　松　美　香
細　野　俊　也
野　澤　修　治
尾　山　貴　之
尾　山　はつえ
山　岸　宏　彰
小笠原　哲　義
大　西　和　也
石　原　達　浩
山　上　美智代
山　口　昭　幸
後　藤　康　貴
小丹枝　　　務

中央東地区（29名）
嶋　野　夕　子
早　苗　雅　晃
吉　本　滋　文
田　中　靖　人
山　上　隆　史
嶋　野　　　晃
山　上　孝　一
嶋　崎　誠　司
島　崎　辰　夫
島　崎　悟　司
高　田　英　子
野　原　　　聡
大　西　浩　二
谷　口　　　将
杉　本　志　信
早　苗　淳　美
谷　口　雅　子
早　苗　　　朗
加　藤　　　繁

太　田　克　志
山　上　琢　也
吉　田　　　満
小丹枝　祐　典
吉　田　真　弓
中　島　幹　人
西　野　貴　宏
鈴　鹿　　　悟
鈴　鹿　哲　也
小丹枝　研　一

川東地区 155名

西士狩・美蔓地区（21名）
棚　田　英　和
野　沢　広　光
森　下　翔　太
上　川　利　美
野　沢　吉　一
野　原　好　勝
六日市　陽　介
樋　詰　嘉　己
髙　橋　　　仁
北　村　雅　利
中　村　直　人
山　瀬　裕　嗣
舟　渡　翔　悟
有　賀　弘　美
髙　原　寛　子
樋　詰　智　一
田　中　篤　史
内　田　友　和
浅　井　　　渉
坂　本　孝　仁
寺　尾　伸　也

毛根地区（17名）
久　保　昌　宏
山　本　和　世
坂　東　俊　徳
岩　﨑　祐　輝
小　澤　理恵子
口　田　　　諒
馬　場　和　也
大　丘　輝　元
田　中　勝　美
松　井　孝　憲
竹　田　恭　士
小　林　茂　則
佐々木　英　昭
片　岡　敏　治

川　瀬　良　介
中　島　千　里
大　野　二弥代

祥栄地区（23名）
山　川　直　哉
柴　田　　　誠
土　井　敏　彦
上　田　隆　美
寺　町　智　彦
土　井　槙　悟
加　藤　照　毅
岩　田　圭　一
山　川　健　一
寺　町　和　雄
尾　藤　有　哉
大　谷　一　子
山　川　昌　祐
大　友　加津江
大　友　貴　弘
大　野　陽　平
森　下　博　敏
中　村　貴　広
竹　澤　隆　嘉
竹　澤　祐　太
竹　澤　圭　一
石　井　千　鶴
佐々木　啓　隆

平和・北明地区（13名）
高　橋　重　幸
川　村　能　偉
柏　葉　　　聡
西　村　和　也
恩　田　和　彦
櫻　井　　　恵
山　﨑　由希江
鈴　木　哲　也
佐　藤　良　諭
松　野　美智子
中　村　佳　貴
曾　田　　　博
伊　藤　裕　哉

川北地区 74名

総代 345名
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職員の担当業務について
　先月号に続き、各部署の職員の担当業務について掲載いたします。
　今月号は、参事・内部審査室・管理部・信用部・審査部を掲載いたします。
参事
資格名称 氏名 主な担当業務
参 事 桜　井　　　哲 組合全般の業務統括

内部監査室
資格名称 氏名 主な担当業務
室 長 児　玉　浩　史 監査室業務総括、内部監査の実施・改善指導、監事会事務局
審 議 役 高　野　　　繁 監査室業務補佐、内部監査業務全般

管理部
資格名称 氏名 主な担当業務
部 長（兼）桜　井　　　哲 管理部業務全般の総括

管理経理課
資格名称 氏名 主な担当業務
課 長 大　坂　正　季 課内業務総括
考 査 役 福　田　寛　人 経理・決算・計画に係る業務管理
係 長 大和屋　昭　彦 課内業務補佐
主 幹 　丸　　義太郎 システム全般総括・運用管理、決算書類管理
主 査 高　橋　克　佳 施設管理・資産管理関係業務

主 任
藤　倉　祥　央 出資金受付・管理、理事会・総会・総代会に係る業務
久　保　智　美 採用関係総括、職員・教育関係業務

主 事 佐　藤　　　亮 電算基幹業務、事業管理費支払業務

業 務

野　原　由理子 定款・規程類変更・管理業務、文書管理業務
鈴　木　真基子 安全衛生・福利厚生関係、その他庶務
上　田　聡　美 人事管理業務
高　橋　芽　里 電算基幹業務、面積取りまとめ・地図システムサポート
片　平　美　紅 文書管理業務、人事管理業務補佐

臨 時 小　森　　　豊 公用車運行管理業務他、郵送支援業務

芽室町農民連盟
資格名称 氏名 主な担当業務
事 務 局 長 鳥　本　隆　智 農民連盟　事務局総括

書 記
山　谷　ほなみ 一般事務
加　藤　かおり 一般事務

内部監査室内部監査室 芽室町農民連盟芽室町農民連盟

児玉・高野 山谷・鳥本・加藤
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共済課
資格名称 氏名 主な担当業務
課 長 服　部　昭　久 共済課業務全般の総括
主 幹 下　浦　　　知 各種書類検証、交通事故処理業務、罹災処理、推進広報　
主 査 吉　本　いづみ 長期共済引受・保全収納管理、共済金支払業務、貸付金保全

主 事
松　尾　圭　悟 推進業務、建物物件調査、建物罹災事故処理
押　切　も　も 窓口業務、自賠責共済、自賠責代理店、斡旋資材調達
田　守　光　瑠 推進業務、建物物件調査、建物罹災事故処理

業 務
西　口　恵理子 共栄火災業務、推進業務、建物物件調査、建物罹災事故処理
児　島　玲　緒 窓口業務、自動車共済の引受・掛金の収納
石　井　美　有 窓口業務、火災・傷害・農地水環境対策イベント共済

臨 時 鈴　木　美　祈 窓口業務

管理経理課管理経理課

共済課共済課

上段　　小森・佐藤・丸・大坂・福田・藤倉・大和屋・高橋（克）
下段　　野原・上田・高橋（芽）・桜井・片平・久保・鈴木

上段　　田守・下浦・松尾・吉本
下段　　児島・石井・押切・服部　　　　　掲載なし：西口・鈴木
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信用部
資格名称 氏名 主な担当業務
部 長 野　澤　　　亮 信用部業務全般の総括

貯金課
資格名称 氏名 主な担当業務
課 長 門丹生　光　義 貯金課業務全般の総括
係 長 須　藤　浩　昌 貯金課業務全般の総括補佐

主 査
福　見　　　瞳 貯金窓口業務総括
佐　藤　孝　広 貯金窓口業務総括・ローン業務
青　山　幸　司 貯金窓口業務総括・ローン業務

主 事
平　田　涼　介 貯金窓口業務
木　下　剛　志 貯金・資金管理業務

業 務

玉　手　　　恵 本所窓口業務
坂　上　れ　み 本所窓口業務・生活ローン業務
竹　田　理　愛 本所窓口業務
今　田　侑　加 本所窓口業務
森　本　ふゆみ 本所窓口業務
小　西　優　花 金融中央店窓口業務
茂古沼　有　華 金融中央店窓口業務
山　田　桃　湖 本所窓口業務
前　田　彩　花 金融中央店窓口業務
流　田　愛　加 本所窓口業務
松　久　怜　奈 本所窓口業務
小田桐　　　鈴 本所窓口業務

臨 時 佐々木　惠理佳 本所窓口業務

貯金課貯金課

上段　　流田・松久・茂古沼・今田・竹田・青山・須藤・佐藤・門丹生
下段　　森本・前田・山田・小田桐・木下・平田・小西・玉手・坂上

別窓：福見・佐々木
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組合員相談課
資格名称 氏名 主な担当業務
課 長 山　本　秀　美 組合員相談課業務全般の総括
係 長 鶴　島　和　磨 農業資金全般の借入相談及び組合員相談課業務総括補佐

主 査

長　谷　元　子 融資窓口業務全般の総括
根　本　裕　樹 ＪＡ農業資金借入相談及び経営所得安定対策関連業務
佐　藤　晃　大 ＪＡ農業資金借入相談及び経営移譲・法人成り手続き
金　子　　　瞳 ＪＡ農業資金・制度資金（スーパーＬ資金など）借入相談

主 事 清　水　優　那 ＪＡ農業資金・制度資金（近代化資金など）借入相談

業 務
瀨　沼　香　胡 手形貸付及び受託資金（スーパーＬ資金など）貸付・回収業務
　関　　ひかり 証書貸付金（フルスペックローン、近代化資金など）貸付・回収業務

審査部
資格名称 氏名 主な担当業務
部 長 村　瀬　雅　道 審査部業務全般の総括

融資審査課
資格名称 氏名 主な担当業務
課 長 西　尾　昌　泰 融資の二次審査、貸出金などの資産査定（管理）
課長補佐（兼）市　川　洋　一 上記業務補佐

融資審査課融資審査課

西尾・村瀬・市川

組合員相談課組合員相談課

上段　　長谷・金子・清水・瀨沼・関
下段　　野澤・鶴島・根本・佐藤・山本
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第 １ 回 まずは農業所得を把握する

もうける農業経営の実践　（全７回）

はじめに
　農業振興センターでは、過去７年にわたり農業経営に必要な
知識の習得を目指して、農業経営講座「もうける農業経営の実
践」を開催し作物別農業所得や経営状況の把握に取り組んでい
ます。同講座の令和５年度における参加者数は、過去最多とな
る119戸でした。また、延べ参加戸数は193戸ですので、およそ
３戸に１戸が、これまでに自分の経営状況を把握したというこ
とになります。
　今月から「もうける農業経営の実践」と題し、農業経営をテ
ーマに全７回の予定で連載します。内容は初歩的なものですが、
皆さんが農業経営について考えるきっかけとなれれば幸いです。

そもそも農業経営って ??
　農業経営とは、土地や資源を活用し、農畜産物を生産、販売して利益を得る経済活動のことで、最終目
的は、利益（農業所得）の最大化や持続可能な経営の確立です。
　農業は、天候や自然災害、病虫害など経営者自身でコントロールが難しい要素が多く、すべての判断を
勘や経験則にのみに頼ることはあまり合理的ではありません。経営を成長させようと考えれば、おのずと
経営を数値化して捉え、柔軟な計画のもと事業を継続していく必要があります。
　これまで講座では、各々の経営状況を数値化し、比較分析（他人、地域、作物別、指標、時系列など）
を通じて自分の経営の“立ち位置”を把握してもらい、改善点を見つける取り組みをしてきました。さら
に継続して参加することで、取り組んだ成果の確認や新たな改善点の抽出が可能ですので、毎年の経営分
析を習慣として定着させたいところです。

まずは農業所得を把握する
　所得とは、生産物の販売などで得られる「収入」から、生産にかかる「費用」を差し引いた金額のこと
です。図２は、経営分析結果から直近３ヵ年の経営形態別農業所得を示したものです。令和５年の所得は、
肥料費の高騰などによりどの経営体においても経営費が増加しており、ながいもの作付がある経営体を除
き漸減しています。

図２　経営形態別10ａ当たり農業所得
（令和３～５年）

注）農業所得には専従者給与を含む

図３　所得増加のイメージ

図１　講座の参加戸数推移
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作物名 継・新 課　　題　　名 設置場所 氏　　名 目　　　的

秋 ま き
小 麦

新 秋まき小麦（軟質）品種比
較展示ほ 南大成 小丹枝祐典

秋まき小麦の（軟質）「きたほなみ」に替わるコムギ
縞萎縮病抵抗性系統「北見99号」の現地適応性につい
て確認する。

継 秋まき小麦（硬質）品種比
較展示ほ 町　内 ３ヶ所

秋まき小麦の（硬質）「ゆめちから」に替わるコムギ
縞萎縮病抵抗性及び耐穂発芽性系統「北海267号」の
地域適応性について確認する。

馬鈴しょ

継 生食、加工用新系統の地域
適応性調査

西高岩�
中美生
丸　山

瀬川　祐三�
藤沢　哲也�
中村　幹広

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有する生食・加
工向け（サラダ）系統「北海113号」の地域適応性を
確認する。

新 加工用品種「しんせい」の
窒素施肥効果確認試験 日の出 ムトウファーム

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有する加工用品
種「しんせい」の窒素施肥量及び施肥方法について確
認する。

新 夏疫病防除薬剤の効果確認 町　内 ３ヶ所 夏疫病に対する薬剤の防除効果について確認する。

継 生食用馬鈴しょ「マチルダ」
の種子予措効果実証

西高岩
上北伏古
東中伏古

瀬川　祐三�
辻　　　敦�
竹川　　徹

生食用馬鈴しょ「マチルダ」の生産量確保に向け、種
子予措による増収を実証する。

継 加工用馬鈴しょ「しんせい」
の栽植密度指標の検討 日の出 ムトウファーム

ジャガイモシストセンチュウ抵抗性を有する加工用品
種「しんせい」の導入にあたり、栽植密度指標を整理
する。

ながいも 新 分肥方法の検討 町　内 １ヶ所 ながいものＡ品率向上に向けた分肥時期及び方法を確
認する。

スイート
コ ー ン 新 生食用新品種の地域適応性

調査
西士狩西
西北伏古

舟渡　陽平�
山上　克己

２Ｌ率向上及びしなび低減に向け、新品種「SK9-002Y」
の地域適応性について確認する。

キャベツ 新 加工用キャベツ「恋舞」の
地域適応性調査 北新生 北海ファーム 加工用キャベツ濃緑色品種「恋舞」の生育、収量及び

機械収穫適性を確認する。

飼料作物 継 飼料用とうもろこし受委託
栽培モデルの検討 町　内 ２ヶ所 酪農家の粗飼料確保にむけて、畑作農家との飼料用と

うもろこしの受委託栽培モデルについて整理する。

緑肥作物 新 小麦跡作緑肥の品種比較展
示ほ 町　内 未　定 小麦収穫後の跡作緑肥について、生産性及びセンチュ

ウ類抑制効果、並びに作業性について確認する。

クリーン
農業調査

継 馬鈴しょほ場アブラムシ飛
来調査 町　内 ４ヶ所 アブラムシの飛来数を調査し、情報提供をおこなう。

継 ながいもほ場アブラムシ飛
来調査 町　内 ２ヶ所 アブラムシの飛来数を調査し、情報提供をおこなう。

継 キャベツほ場コナガ発生予
察調査 町　内 ４ヶ所 コナガの飛来数を調査し、情報提供をおこなう。

継 えだまめほ場マメシンクガ
発生予察調査 町　内 ３ヶ所 マメシンクイガの飛来時期を調査し、情報提供をおこ

なう。

令和６年度　試験展示ほ設置一覧
※�本年も関係各機関の協力を得て、下記の通り各種試験展示ほを設置しましたのでお知らせします。� �
なお、見学される時は設置者に迷惑にならないようお願いいたします。

　所得を増やすには「収入を増やす」か「費用を減らす」かのどちらかです（図３）が、自分の経営では
どう考えるべきでしょうか？
　それを明らかにするには、まず現状の把握が必要です。作付作物ごとに「お金がどれだけ出て行って、
どれだけ入ってきたのか」を整理、数値化することで改善すべき点が見えてくるでしょう。ただし、自分
ひとりで作物ごとに所得を把握するのは簡単ではありませんので、経営分析の講座に参加しましょう。

　次回からは所得の内訳（収入、費用）について詳しく紹介していきます。
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ストップ！ 農作業事故

【６月の作業ではこのような怪我が報告されています】

◇労災に関するお問い合わせ先◇　　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３

管理作業や牧草の収穫時期に入ります。
焦らず、一人ひとりが十分注意し、安全な農作業に努めましょう。

機械作業では
�ロータリーで作業中、ロータリーの外れたネジを取り付けようとした際、ネジと機械の間に
左手薬指を挟め骨折した。

�豆の播種を終え、プランターのマーカーをロープで固定する際、ロープが外れマーカーが前
額部に当たり1針縫合した。

�搾乳準備中、胴締器を誤って自分の左足中指の上に落としてしまい骨折した。

�搾乳作業中、牛の左後ろ足で左足の甲を踏まれ打撲した。

�豚舎で飼槽の清掃中、豚が突進してきて右足の膝にヒビが入った。

�搾乳中、牛に左足の太ももを蹴られて打撲した。

�熱湯でミルカーを洗浄していた際、長靴に熱湯が入り左足首を火傷した。

家畜の管理作業では

農作業中に怪我をしてしまったら．．．農作業中に怪我をしてしまったら．．．
農作業中の事故の場合は、労災に該当する可能性があります。

怪我をされた場合は、医療機関受診前に医療機関受診前に速やかに営農情報課へご連絡ください！！

�防風林の伐採中、ノコギリで誤って左手人差し指を切ってしまった。

�軽トラックから肥料を降ろす際、あおりに左手親指を挟め骨折した。

�草刈り機で防風林周りの草刈り中、ダニに噛まれ頭が残ってしまったため、除去手術をした。

その他の作業では

12



ＪＡコネクトを始めてみませんか？
～ＪＡコネクトは、組合員さんとＪＡをつなぐ “架け橋” です～
◦�ＪＡコネクトは、令和３年度に“災害時における組合員との連絡体制”を確立するため導
入された通信システムです。

　�自宅のＦＡＸ前で待たなくても、スマートフォンやタブレット、パソコンなどにメッセー
ジや情報が「素早く」伝えられ、スマートフォンなどと接続可能（有線・無線問わず）な
プリンターがあれば、印刷も可能です！

◦�経営主に限らず、ご家族の方もそれぞれのアカウントを作ることが可能ですので、まだお
申し込みされていない方は、是非この機会にご利用ください！

ホーム画面

夢あぐりも
見られます

手続き方法 　�申し込み用紙に、組勘コードと経営主の氏名、申し込み者氏名をご記入いた
だくだけです。印鑑は不要です！

◦�申し込み後、1週間ほどでＩＤとパスワード、ＪＡコネクトのダウンロード方法を明記し
た用紙を郵送いたしますので、手順通りにダウンロードしてください！

◦手続きは、営農部　営農情報課へお越しください。

※�アカウント作成後、ログインされていない方が複数件ございます。この機会に是
非ログインをお願いいたします。ID・あいことばがわからない場合は営農情報課
までお問い合わせください※

電話によるお問い合わせ　　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３
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経済
部で
す

使 用済み資材の回収使用済み資材の回収使用済み資材の回収使用済み資材の回収使用済み資材の回収
　各種使用済み資材の回収を実施いたしますのでご利用ください。

１．第２回農業用廃プラスチック資材回収
（１）回収日時　６月18日（火）、19日（水）

午前８時40分～午後４時まで（12：00～13：00は昼休みとなります）
地区割　18日（火）　午前：川西地区　　午後：川東地区
　　　　19日（水）　午前：川北地区　　午後：全地区
※開始時間前の荷降ろしは対応できませんので、ご理解のほどお願いいたします。

（２）回収場所　農産部小麦受入施設（計量後受入）
（３）処理費用　個人負担として24円／kg（税別）を徴収いたします。
（４）注意事項　・混雑を避けるため、地区指定時間での持ち込みをお願いいたします。

・使用済みフレコンパックに入れてお持ちください。
・一般家庭ごみなど回収できないものは絶対に入れないでください。

２．第１回農薬空容器回収
（１）回収日時　６月20日（木）

午前８時40分～午後４時まで（12：00～13：00は昼休みとなります）
（２）回収場所　芽室町西４条南１丁目　資材倉庫前（計量後受入）
（３）処理費用　個人負担として24円／㎏（税別）を徴収いたします。

（本年から６円の値上げとなります。）
未洗浄ボトル分は実費を徴収いたします。

（４）注意事項　・�ポリ容器、水和剤などの袋、紙袋、ビン容器、缶スプレーは必ず分別して農薬空容器
回収袋に入れてください。また、ダンボールは縛ってお持ちください。

・回収袋は購買課で無料配布しています。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく罰則
廃プラスチックの不法投棄、不法埋立て、野焼きは違法であり農業者の責任で適正に処理することが
義務付けられています。これに違反した場合の罰則は５年以下の懲役、1,000万円以下（法人は３億以下）
の罰金若しくはその両方が科せられます。

《ＪＡからのお願い》
　農業用廃プラスチック資材回収につきまして、分別の徹底をお願いいたします。お菓子の袋やお酒
の空き缶など、回収対象外のものは絶対に入れないでください。
　“農業用”廃プラスチック資材回収ということを十分に理解いただき、モラルある排出をお願いい
たします。また、分別の基準などの詳細は回収日近くにＦＡＸを送信しますのでご確認ください。

　農薬空容器・廃プラスチック運搬時には、産廃運搬車の表示を荷台の左右に必ず貼ってください。
また、交通事故の原因にもなりますので運搬時の落下防止対策の徹底をお願いいたします。
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６・７月 購買事業カレンダー
日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

６月３日 月 作業衣移動販売（川東地区）
６月４日 火 作業衣移動販売（川東地区）
６月５日 水 作業衣移動販売（川東地区）
６月６日 木
６月７日 金
６月８日 土 閉所（農薬引渡しのみ８：40～12：00）
６月９日 日 休日
６月10日 月 作業衣移動販売（川北地区）
６月11日 火 作業衣移動販売（川西地区）
６月12日 水 作業衣移動販売（川西地区）
６月13日 木 作業衣移動販売（川西地区）
６月14日 金
６月15日 土 閉所（農薬引渡しのみ８：40～12：00）
６月16日 日 休日
６月1７日 月
６月18日 火 農業用廃プラスチック資材回収
６月19日 水 農業用廃プラスチック資材回収

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事
６月20日 木 農薬空容器回収
６月21日 金
６月22日 土 閉所（農薬引渡しのみ８：40～12：00）
６月23日 日 休日
６月24日 月
６月25日 火
６月26日 水
６月2７日 木
６月28日 金
６月29日 土 閉所（農薬引渡しのみ８：40～12：00）
６月30日 日 休日
７月１日 月
７月２日 火
７月３日 水
７月４日 木
７月５日 金
７月６日 土 閉所（農薬引渡しのみ８：40～12：00）

※　肥料推進及び作業衣移動販売詳細につきましては別途ご案内させていただきます。

　これから小麦の収穫期を迎えるにあたり、ファームダンプ・小麦コンバイン・小麦乾燥施設などの事故
リスクが増大します。
　通年でご加入いただいていない自動車共済・火災共済は、使用する期間を想定した短期契約が可能です。
他人の小麦を預かって乾燥される方や、ご自身の農作物を運送中の損害を補償される方は共栄火災海上保
険株式会社が取扱いをしている保管物賠償責任保険、運送保険のご案内もおこなっておりますのでお気軽
にお問い合わせください。
　近年修理費用が高騰しておりますので、小麦自乾者の皆さまへ万一の場合に備えたご加入をおすすめい
たします。

・ファームダンプの契約には「車検証」「自賠責証書」
・コンバインやトラクターの場合は、「車台番号」「型式」「年式」
・コンバインの車両入替があった場合は「売買契約書」など詳細がわかるもの
・�新規にて小麦乾燥施設などにご加入する場合は、「建物の延床面積」「新築年」「構造」「作業人数」「動力・
電力」「建物に付属する機械類の数・金額」これらを控えた上、ご来所ください

・�自分以外の麦を預かって（委託されて）火力乾燥する場合は、預かる麦の俵数または作付面積をご確認
ください

・運送保険をご検討される方は、運送に使用するダンプの車検証をお持ちください
・法人にてご契約される場合、印鑑が必要となります

　上記をご持参いただき、７月１日（月）～７月５日（金）の期間中に共済課窓口
にてお手続きくださいますようよろしくお願いいたします。
※個人契約で昨年と同じ内容で申し込みされる場合は、ご持参いただくものはございません。
　ご署名でのお手続きとなりますので、上記期間中に共済課窓口までお越しください。

　何かご不明な点がございましたら共済課までお問い合わせください。（ＴＥＬ　６２－４２３４）

《加入手続きに必要なもの》

小麦自乾者の皆さまへ小麦自乾者の皆さまへ
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理 事 会 だ よ り
第１回（４月19日開催）

・議案第１号　総代選挙の執行について
・議案第２号　出資金の譲渡承認について
・議案第３号　出資金の減口承認について
・議案第４号　 令和７年度職員の要員計画につい

て
・議案第５号　 任意積立金（税効果積立金）の取

崩について
・議案第６号　共済規程の一部変更について
・議案第７号　 利益相反取引にかかる貸付につい

て
・議案第８号　 令和６年産カルビーポテト（株）

向け加工馬鈴しょ取扱要領につい
て

・協議案１　　 第９次農業振興計画進捗状況１年
目の報告について

報告事項
１　主要なる内部及び外部会議の概要について
２　�令和５年度第４四半期内部監査結果報告につ
いて

３　寄付金の支出結果について
４　�固定資産の取得について（フーズ給排気設備
ほか）

５　組合員の加入・脱退状況について
６　みのり監査法人の期中Ⅲ監査報告について

７　�令和５年度第４四半期コンプライアンスに係
る対応状況について

８　�令和５年度下半期ＪＡバンク・共済苦情等対
応要領に基づく相談・苦情等対応状況につい
て

９　�余裕金の運用状況（令和５年度第４四半期末）
について

10　要管理組合員の令和６年度営農計画について
11　債務保証にかかる残高状況について
12　�令和５年度ジャガイモシストセンチュウまん
延防止対策実施状況について

13　令和５年産規格外小麦の本精算について
14　�令和５年産菌床椎茸（下期）取扱結果につい
て

15　令和５年産秋掘共計ごぼうの本精算について
16　令和６年産共計アスパラ取扱要領について
17　�令和５年度良質乳特別生産対策事業の結果に
ついて

18　令和５年度３月末生乳生産状況について
19　�令和５年度３月末哺育育成預託事業稼働状況
について

20　�食品加工事業の販売・製造報告及びジェイエ
イめむろフーズ（株）令和５年度決算報告に
ついて

21　�令和５年度堆肥センター３月末稼働実績につ
いて

第19回　協同組合と報徳Ⅳ
◆二宮尊徳が説く分度とは◆
　分度とは何かということですが、今、国家でも個人でも収入以上の支出をしたとき赤字となり、その赤
字を他から持ってきて埋めた場合は借金になってしまいます。ですから、少しでも豊かになるためには、
収入の範囲内で使い、さらにその中で一定の割合で蓄積しておくのです。この取り決めごとを “分度” と
いい、現在の「収支予算計画」と同じ意味なのです。
　＜入るを量って出ずるを制すこと＞
　分度とは一種の支出制限法でもありますが、単に支出を制限するだけでなく、知恵と工夫で収入の拡大
を図ることが非常に大切なのです。そして、拡大した収入もぶれを生じないよう徹底的に調査して、この
収入の範囲に収めるよう歳出をコントロールすることなのです。つまり、確実な収入計画に基づいて、収
支予算計画を組み実行することなのです。
　＜分度を立て守ること＞
　二宮尊徳は「分度をしっかり立て
て厳重にこれを守るならば、荒地が
何ほどあっても、借財が何ほどあっ
ても、何の恐れも心配もない」と教
えています。
　従って、分度を立てなかったり、
分度を立てて守らないのでは、安定
した生活や経営はできないというこ
となのです。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

　のこぎりの目をよく立てれば天下に切れない木はなく、鎌の刃をよくとげば
天下に刈れない草はない。
　だから、のこぎりの目をよく立てれば天下の木は切れたも同然、鎌の刃をよ
くとげば天下の草は刈れたと同然だ。
　だから、わが教えの大本である分度を定めることを知れば、天下の荒地はみ
な開拓できたも同然だし、天下の借財は皆済できたも同然だ。
� （夜話一五〇）

分度を定めれば荒地・借財なし

（H22.10.15発行　北海道報徳情報別冊31号より一部抜粋）
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二重マスの文字をＡ～Ｄの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は７月号に掲載いたします。

５月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
ピクニツク

１ アジサイに似合いそうな生き物。
文部省唱歌の曲名にもなっていま
す

２ いとこのお母さんです
３ 空き店舗に――募集の看板が付い

た
４ 野菜とハムやゆで卵などを盛り合

わせて作ります
６ ６月の第３日曜日は――の日です
９ ポシェットやリュックもこの一種
10 梅雨時に洗濯物を干すとパリッと

乾かずこうなることも
11 テレビ・ラジオ欄にたくさん載っ

ています
13 倉敷市の――地区を歩いて回った
14 足が８本あります
16 手前の反対側

ヨコのカギ

２ うちの――は稲、裏作はキャベツ
です

５ 時には相手の――になって考える
ことも大切だ

７ シカと大仏が有名な県
８ 耕したり肥やしたりします
９ カウボーイが首に巻きます
11 スポーツ紙では打棒と書かれるこ

とも
12 ＬＤＫのＬです
14 たる、おけにはめられています
15 部屋の模様替えのときに動かすこ

ともあります
16 もち米に具材を入れて炊いたもの
17 昭和の名曲『青い――』。同名映画

の主題歌としても知られています

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

定　員：各回10名
参加料：3,000円
持ち物：�バンダナ・エプロン・タオル・� �

マスク・衛生手袋
　　　　味噌５kg程度が入る樽、袋２枚をご用意ください。

定　員：各回10名（小学３年生以上）
参加料：無料
持ち物：�バンダナ・エプロン・タオル・器・

マスク・きれいな長靴をご用意ください。

ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設

「緑のめぐみ館」からお知らせ
2024年

７月

開催

「緑のめぐみ館」は、個人・団体・グループで気軽にご利用できる加工調理体験施設です。
◆お申し込み・お問い合わせ：「緑のめぐみ館」ＴＥＬ／ＦＡＸ　０１５５－６２－５３７９

芽室町東めむろ３条南１丁目「愛菜屋」東隣

～めむろ産大豆を使って～

時間　９：30～13：00 （各回5kg） 時間　９：00～12：30
①７月３日（水）
③７月17日（水）

①７月27日（土） ピザ
②７月29日（月） パン
③７月31日（水） シフォンケーキ

～ＪＡめむろ食育講座～

手作り味噌講習会 子どもお菓子教室

!!　参加者募集　!!

②７月10日（水）
④７月24日（水）

夏休み
企画

夏休み
企画

十勝産小麦粉でみんな大好きな！
お菓子作り！
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吼
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
の
上
美
生
の
人
々
を
は
じ
め
、
近
隣
の
町
村
か
ら
も
多
く
の

人
た
ち
が
あ
つ
ま
つ
て
い
た
の
で
、
こ
の
話
を
き
い
て
非
常
に
よ
ろ
こ
ん
だ
。

　
し
か
し
三
月
も
終
り
、
四
月
が
す
ぎ
て
、
一
向
に
音
沙
汰
も
な
い
の
で
、
地

元
の
人
や
伝
え
き
い
た
町
民
は
「
ど
う
し
た
ん
だ
」
と
さ
わ
ぎ
は
じ
め
た
。

　
高
橋
氏
は
、
当
時
農
業
会
長
で
あ
つ
た
安
達
辰
寿
氏
を
は
じ
め
中
田
石
松
、

谷
口
信
衛
、宮
田
勝
二
氏
ら
の
同
志
と
相
談
を
し
た
結
果
、農
業
会
の
総
会
後
、

皆
の
意
見
を
聞
く
会
を
開
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。

　
五
月
に
入
つ
て
ひ
ら
か
れ
た
農
業
会
の
総
会
は
、
こ
の
た
め
早
目
に
切
り
上

げ
、
午
後
二
時
か
ら
意
見
発
表
会
に
入
つ
た
。

　
な
に
し
ろ
農
民
が
沢
山
あ
つ
ま
つ
て
日
頃
の
不
平
不
満
を
話
合
う
機
会
が
な

か
つ
た
の
で
、
こ
の
税
金
問
題
が
提
出
さ
れ
る
と
、
俄
然
活
気
が
出
て
、
供
出

問
題
、
肥
料
問
題
、
営
農
資
金
問
題
、
凶
作
対
策
問
題
や
ら
、
は
て
は
農
業
会

自
体
に
対
す
る
文
句
も
と
び
出
す
有
様
だ
つ
た
。

　
主
催
者
は
み
ん
な
が
こ
う
ま
で
悩
ん
で
い
る
と
は
思
わ
な
か
つ
た
。
農
建
連

が
悩
ん
で
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
農
民
大
衆
も
考
え
て
い
た
の
だ
と
感
激

し
、
自
信
を
ふ
か
め
る
に
至
つ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
ど
う
発
展
す
る
か
で
行
き
づ
ま
り
の
症
状
を
呈

し
た
が
、
結
局
は
地
方
農
建
連
へ
も
ち
こ
ん
だ
。

　
地
方
農
建
連
に
は
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
下
部
町
村
の
訴
え
が
あ
つ
ま
つ
た
の

で
、
五
月
十
八
日
に
代
表
者
会
議
を
ひ
ら
い
て
、
東
北
海
道
農
民
大
会
を
ひ
ら

く
こ
と
に
き
め
た
。

　
大
会
は
つ
い
に
六
月
二
日
帯
広
国
民
学
校
で
四
千
人
を
あ
つ
め
て
開
か
れ
、

こ
こ
で
農
産
物
物
価
と
農
業
生
産
必
需
物
資
（
当
時
丸
公
は
米
一
俵
百
二
十
円

二
十
八
銭
、
鍬
一
丁
四
十
三
円
、
鎌
二
十
円
十
銭
）
と
の
公
定
価
格
の
差
な
ど

は
じ
め
重
要
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
農
民
の
不
満
は
一
時
に
爆
発
し
た
。

　
大
体
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
つ
て
、
や
が
て
全
道
農
民
大
会
の
開
催
、

こ
こ
で
決
議
し
た
問
題
を
も
つ
て
実
行
委
員
の
上
京
、
こ
の
と
き
農
林
省
と
折

衝
し
て
甜
菜
糖
還
元
に
成
功
を
お
さ
め
て
、
農
民
は
戦
後
の
虚
脱
状
態
か
ら
ぬ

け
て
団
結
の
力
を
改
め
て
認
識
し
た
の
だ
つ
た
。

　
十
勝
の
場
合
、
全
道
に
さ
き
が
け
て
地
方
農
建
連
を
結
成
し
、
町
村
組
織
も

い
ち
早
く
行
つ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
一
戸
平
均
十
斤
と
い
う
当
時
と
し
て
物
凄
い
還
元
糖
の
配
給

は
そ
れ
に
よ
る
直
接
の
成
果
と
し
て
評
判
の
高
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
二
十
二
年
三
月
に
強
権
発
動
旋
風
が
吹
い
て
、
ま
す
ま
す
農
民
の
心
に
期
す
る
も
の
が

あ
り
、
全
道
農
村
に
農
民
運
動
の
一
本
化
の
要
望
を
に
な
つ
て
道
農
民
同
盟
結
成
の
準
備
が
進
め

ら
れ
た
。

　
同
年
六
月
二
十
五
日
、
十
勝
地
方
農
建
連
副
理
事
長
の
高
橋
雄
之
助
氏
が
議
長
と
な
つ
て
、
十

勝
地
区
農
民
同
盟
結
成
大
会
が
ひ
ら
か
れ
、
つ
づ
い
て
同
月
三
十
日
道
同
盟
の
結
成
と
な
つ
た
の

で
あ
る
。

　
十
勝
地
区
農
民
同
盟
史
に
よ
る
同
盟
初
期
の
芽
室
町
関
係
功
労
者
名
を
拾
う
と
、

　
　
二
十
年
～
二
十
一
年

　
　
　
古
田
梅
夫
、
高
橋
雄
之
助
、
田
島
武
夫

　
　
二
十
二
年

　
　
　
高
橋
雄
之
助
、
林
留
蔵
、
高
橋
要
蔵
、
林
秀
憲
、
中
田
石
松

　
　
二
十
三
年

　
　
　
林
秀
憲
（
現
道
同
盟
事
務
局
長
）
高
橋
要
蔵
、
後
藤
孝
市
、
大
鐘
二
三
、
安
田
助
太
郎

　
　
二
十
四
年

　
　
　
大
鐘
二
三
、
林
秀
憲
、
金
森
茂
栄

　
　
二
十
五
年

　
　
　
井
上
善
司
、
穂
苅
タ
カ
エ

　
　
二
十
六
年

　
　
　
井
上
善
司
、
須
谷
俊
雄
、
中
田
石
松
、
林
秀
憲
、
平
野
初
次
（
以
下
略
）

　
　
の
各
氏
ら
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
産
業
組
合
運
動
を
母
胎
と
し
て
農
民
運
動
が
生
れ
、
そ
れ
は
今
日
い
ろ
い
ろ
な
か

た
ち
に
な
つ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
戦
後
民
主
の
新
時
代
の
農
村
指
導
者
が
脚
光
を
浴
び
て
立
つ

た
。
ま
た
そ
こ
に
は
古
い
産
組
運
動
の
戦
士
の
力
が
依
然
、
今
日
の
農
協
を
支
え
て
い
る
こ
と
を

み
の
が
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
新
旧
の
ミ
ツ
ク
ス
、
こ
れ
が
農
協
を
推
進
す
る
動
力
源
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
典
型
が
芽
室
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

�

（
七
月
号
に
つ
づ
く
）
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で
あ
る
計
画
性
と
相
ま
つ
て
、よ
く
問
題
の
多
い
北
連
ビ
ル
内
の
一
角
を
統
卒
し
て
い
る
あ
た
り
、

依
然
と
し
て
三
人
前
で
あ
る
。

　
終
戦
直
後
の
町
議
会
で
、

　「
議
員
は
戦
争
責
任
を
感
じ
て
全
部
辞
職
す
べ
き
だ
」

　
と
、
爆
弾
動
議
を
出
し
た
が
、
こ
こ
に
も
同
氏
の
面
目
躍
如
。
か
つ
て
、
小
作
人
の
団
結
を
は

か
つ
て
地
主
に
一
泡
ふ
か
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　
　�

昭
和
十
三
年
七
月
産
組
理
事
と
な
り
、
十
五
年
村
会
議
員
、
二
十
一
年
三
月
農
業
会
理
事
、

二
十
一
年
十
二
月
町
農
地
委
員
会
長
、二
十
二
年
三
月
道
農
地
委
員
、同
年
五
月
道
議
当
選
、

二
十
三
年
三
月
農
協
組
合
長
、
二
十
三
年
七
月
十
勝
地
区
連
理
事
（
現
在
中
田
氏
）
同
年
八

月
指
導
連
副
会
長
、
二
十
六
年
七
月
か
ら
二
十
九
年
十
月
ま
で
道
農
民
同
盟
、
十
勝
地
区
農

同
の
委
員
長
、
二
十
九
年
十
月
指
導
連
専
務
（
中
途
改
組
）
三
十
二
年
五
月
ま
で
中
央
会
副

会
長
、
同
年
五
月
中
央
会
会
長
。

　
の
経
歴
の
物
語
る
通
り
、
農
業
団
体
の
指
導
者
コ
ー
ス
を
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、
前
述
し
た

よ
う
に
一
朝
に
し
て
出
来
上
つ
た
コ
ー
ス
で
は
な
い
。

　
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
う
ち
で
興
味
ぶ
か
い
の
は
彼
が
一
席
ブ
ツ
た
こ
と
が
農
民
大
会
を

生
み
、
や
が
て
農
民
同
盟
が
組
織
さ
れ
る
キ
ツ
カ
ケ
と
な
つ
た
一
件
で
あ
る
。

　
十
勝
地
区
農
民
同
盟
が
三
十
年
に
発
行
し
た
「
農
民
同
盟
十
年
史
」
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な

話
と
な
つ
て
い
る
。

　
十
勝
は
十
月
三
十
日
付
（
二
十
年
）
北
農
十
勝
支
部
長
奥
野
小
四
郎
氏
名
を
も
つ
て
各
市
町
村

農
業
会
長
宛
“
貴
管
下
組
合
員
中
、
熱
意
あ
る
青
壮
年
の
御
参
集
を
乞
う
”
の
文
書
が
発
送
さ
れ
、

農
建
連
結
成
準
備
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、（
中
略
）
二
十
一
年
二
月
十
五
日
十
勝
地
方

農
建
連
結
成
大
会
を
開
催
し
た
（
中
略
）

　
こ
の
状
態
の
う
ち
に
変
つ
た
問
題
が
起
き
た
。
三
月
某
日
、
芽
室
町
上
美
生
小
学
校
で
地
元
青

年
団
の
演
芸
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。三
月
は
所
得
税
の
納
付
時
期
で
あ
つ
た
が
、

二
十
年
の
大
凶
作
の
た
め
、
ど
こ
の
農
家
も
こ
の
処
理
に
困
り
、
と
い
つ
て
誰
も
こ
れ
を
ど
う
し

よ
う
と
い
う
考
え
も
な
く
ズ
ル
ズ
ル
と
日
を
過
し
、
従
来
通
り
た
だ
「
黙
つ
て
働
け
」
と
い
つ
た

状
態
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
演
芸
会
の
幕
合
い
に
ノ
コ
ノ
コ
と
大
き
な
姿
を
舞
台
に
あ
ら
わ
し
た
の
が
、
高

橋
雄
之
助
氏
で
あ
る
。
何
か
と
思
つ
た
ら
、

　“
今
年
の
税
金
は
昨
年
の
凶
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に
高
い
納
入
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

私
は
断
乎
と
し
て
こ
れ
を
適
正
な
も
の
に
す
る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
”
と
大
獅
子

月
光
に
畑
の
手
入
れ

　
高
橋
氏
も
こ
う
し
た
歩
み
を
歩
ん
で
、
今
日
の
巨
歩
を
占
め
た
人
で
あ
る
。

　
同
氏
は
明
治
四
十
年
五
月
二
十
八
日
秋
田
に
生
れ
、
そ
の
後
厚
岸
小
学
校
高

等
科
を
卒
業
、
大
正
十
年
三
月
芽
室
へ
入
地
し
た
。

　
若
い
頃
の
同
氏
を
ホ
ウ
フ
ツ
と
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
非
常
に
多
い
。

　
た
と
え
ば
、
普
通
な
ら
産
青
連
活
動
な
ど
に
う
ち
こ
ん
で
い
る
と
、
自
分
の

畑
が
荒
れ
る
も
の
だ
が
、同
氏
の
場
合
、決
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
な
か
つ
た
。

雑
草
一
つ
生
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　「
高
橋
は
い
つ
手
入
れ
す
る
の
だ
ろ
う
」

　
誰
し
も
疑
問
に
思
う
の
だ
が
、あ
る
月
の
良
い
晩
、と
い
つ
て
も
真
夜
中
に
、

ふ
と
畑
の
中
で
動
い
て
い
る
高
橋
氏
の
黒
い
姿
を
み
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
感
じ

入
つ
た
人
が
い
て
、
や
が
て
、「
よ
く
体
が
つ
づ
く
も
ん
だ
な
あ
」
と
、
評
判

に
な
つ
た
。

　「
三
人
前
の
高
橋
」

　
そ
れ
が
部
落
の
人
の
、
彼
に
対
す
る
呼
び
名
と
な
つ
た
。
何
を
や
ら
し
て
も

三
人
前
働
く
と
い
う
意
味
だ
。
む
ろ
ん
体
力
に
も
よ
る
が
、
こ
れ
は
同
氏
が
非

常
な
努
力
家
で
あ
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

　
今
日
、
中
央
会
長
の
席
に
つ
い
て
い
て
、
ま
ず
悠
々
と
会
長
室
に
座
つ
て
、

タ
バ
コ
を
ふ
か
し
て
い
る
姿
を
み
た
こ
と
が
な
い
。
絶
え
ず
動
い
て
い
る
。
あ

る
い
は
外
部
折
衝
や
会
議
で
不
在
と
い
う
具
合
で
、
大
ざ
つ
ぱ
な
よ
う
で
細
心

連載 № 43

【
第
三
篇
：
戦
時
中
の
農
業
・
農
民
と
政
治
】

19



ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp

■
発
行
日
／
令
和
六
年
六
月　
　
■
発
行
・
編
集
／
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
・
営
農
部　
　
■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
（
０
１
５
５
）
６
２
―
２
３
１
３

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！

問い合わせ先：営農部 営農情報課 62－2313
20


